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 我々のグループでは、高線量場でのガンマ線イメージングを目指して臭化タリウム(TlBr)半導体を用

いた指向性ガンマ線検出器の開発に取り組んでいる。本研究では、鉛遮蔽体と極小体積を有する 2 つの

TlBr 検出器を用いた指向性ガンマ線検出器を製作した。製作した指向性ガンマ線検出器を 137Cs のチェ

ッキングソースを用いて評価を行なったところ、検出器が高い指向性を有することが分かった。 
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1. はじめに 

臭化タリウム(TlBr)は高原子番号元素(Tl: 81, Br: 35)から構成さ

れる化合物半導体であり、かつ高密度(7.56 g/cm3)であるため、光

電吸収効率が高い。極小体積 TlBr 検出器は高線量場においてもス

ペクトル計測が可能であることが報告されている（2019 年春の年

会 2F20）。本研究では、鉛遮蔽体と極小体積を有する 2 つの TlBr

検出器を用いた指向性ガンマ線検出器を開発し、その評価を行な

った。 

2. 指向性ガンマ線検出器の製作 

 TlBr 検出器を純化した TlBr 結晶を用いて製作した。製作した

TlBr 検出器は陰極に平板型電極(3.5 mm × 3.5 mm)、陽極にピクセ

ル電極(0.5 mm × 0.5 mm)とガード電極をそれぞれ有する。鉛遮

蔽体の寸法は 1 mm × 5 mm × 20 mm である。製作した指向性ガ

ンマ線検出器を Fig.1 に示す。 

3. 指向性ガンマ線検出器の実験と評価 

 製作した指向性ガンマ線検出器を 137Cs のチェッキングソース

を用いて評価した。チェッキングソースの位置を変えながら、検

出器の指向性を評価した。実験体系を Fig.2 に示す。 

Fig.3に示すグラフは指向性ガンマ線検出器から得られた各入射

角度における TlBr 検出器 1、2 のピークカウント数の比である。

Fig3 から分かるように指向性ガンマ線検出器は高い指向性を示す

ことが分かった。実験と検出器評価の詳細については会場にて説

明を行なう。 
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Fig.1 製作した指向性ガンマ線検出器 

Fig.2 指向性評価実験の体系 

Fig.3 各線源入射角度における TlBr

検出器 1、2 のピークカウント数の比 
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